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【序】電子スピントルクの本質を QED に基づいて理論的に明らかにすることにより、化学

結合を始めとする既知の化学現象を統一的に理論的に理解し、さらに進んで新しい化学現象

を予言することができる[1-5]。昨年度は量子電子スピン渦理論における重力効果を報告した。

本年度は当該理論の実時間シミュレーションを遂行するにあたり、場の演算子とケットベク

トルならびに波動関数の時間発展を時々刻々求めるアルゴリズムに関して、中西襄によって

提案されている関連理論とその課題を明らかにする。例えば、無限遠方で場がゼロと仮定す

ると、自由場の概念自体に矛盾が生ずる。『場の演算子力学が解ける条件』（thermalization）
と、『物理的』と呼び習わされる『粒子（particle）描像』（renormalization）とが非分離であり、

繰り込み定数を c-number と仮定すると演算子の交換関係に矛盾が生ずる。In（無限の過去）

から Out（無限の未来）への無限の時間経過を仮定する漸近場理論では時々刻々の繰り込み

を取り扱うことができない。これらの基礎的諸問題の解決のために、素粒子（場の素励起；

particle 描像を具現）代数の数学的下部構造を構成するα -oscillator 代数を見出したので報告す

る[5]。α -oscillator を無限に重ね合わせて particle 描像(QED における photon, electron, positron)
を表現できる。Particle の交換関係は、対応するα -oscillator の交換関係を粗視化して導かれる 
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α -oscillator の取り扱いにおいては、無限遠方で場がゼロと仮定する必要が無い。『非』保存

系である QED 系の Hamiltonian は、そもそも Poincare 変換に対して Lorentz scalar として変換

する密度演算子を空間変数に関して積分して定義されるから、多重周期的な時間依存性を示

す。これは演算子としての時間依存性なので、正規順序積で定義された ( )QEDĤ t でも残る。

かかる『非』保存系においてもα -oscillator の thermalization は renormalization とは独立に定義

されるので時々刻々定義される particle 描像と矛盾しない。繰り込み定数は時々刻々q-number
として表現される。超対称性を導入した super-α -oscillator 代数は重力子（graviton）を与える。 
 

【理論】QED に現れる 3 種のα -oscillator について、その第一は電磁場を構成するb -photon 
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photon のベクトルポテンシャルはb -photon を無限に重ね合わせて 
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transversal current の表現 
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を用いて、b -photon の thermalization は 
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renormalization は以下の 3 段階(I), (II), (III)を経て導入される。 
(I) Particle spectrum condition 
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(II) Algebra normal mode condition 
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ここに 
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(III) Field operator renormalization condition 
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α -oscillator のケットベクトルと波動関数[5]を粗視化して particle のケットベクトルと波動関

数が得られる。この粗視化を通して時間発展の二元性が招来される。QED に現れる他の 2 種の

α -oscillator は Dirac 場を構成する f -electron と cf -positron である。詳細を当日発表する。 
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